
 

 

 

日本の文化とお臍（へそ）のお話 

 

臍はみなさんがご存知のとおり、腹部の真ん中の小さなへこみ（あるいは小さな

突起）のことで、臍帯（さいたい）のとれた跡になります。これは人だけでなく哺

乳類全般の腹部にありますが、人以外ではそれほど顕著には見られません。 

 

臍帯は母体から胎児に、栄養や酸素を届けるための

大切な管です。母体とつながっている状態で、血管な

どを含むひも状の器官を生物学・医学では臍帯といい、

日常的には臍の緒と呼ばれます。この臍の緒のおかげ

で、胎児は母親のおなかのなかで成長することができ

ます。出生後に脱落した臍の緒は、母親と赤ちゃんを

つないでいた証として、臍箱に入れて大切に保管する

という習慣がありますが、これは日本独自の文化にな

ります。 

 

へそという言葉を辞書で引くと、おへその説明以外に、物の中央にあたる部分や

最も重要な部分、中心、ポイントと書かれています。また、へその『へ』とは、船

の舳先など先端を意味し、へその『そ』とは祖先や子孫の「そ」や元素の「そ」な

ど、おおもとを意味します。つまり、へそとはおおもとつまり先祖代々続いてきた

物で、単なる母と子のつながりだけでなく、人の始まりから今までつながってきた

証であり、子孫へつながっていく大切なものになります。 

 

 

 

 

 

 

日本という国は今年で皇紀 2679 年になり、世界で 1 番歴史のある国です。へその

つながりは、日本の歴史よりはるかに長い人類の歴史そのものです。この 5 月に年

号も令和となり、新しい時代に古から続くおへそのつながりに思いを馳せ、親子の

つながりや人とのつながりについて考えてみませんか。 
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